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衆院憲法審会長に枝野議員が就任の見込み 
 

10月27日投開票の衆議院総選挙で、与党が過半数割れし、また改憲勢力も3分の2を割り

ました。この結果を受け、与野党の国対間で委員長ポストをめぐる協議が行われていまし

たが、憲法審査会の会長ポストが立憲民主党に割り当てられ、枝野幸男・衆議院議員が就

任する見通しです。 
この間行われてきたほぼ毎週の開催をはじめ、改憲発議を目的化した衆院憲法審査会の

ありさまに一定の歯止めがかかることが期待できますが、石破首相自身は強固な改憲派で

あり、今後の改憲をめぐる動向に対しては引き続きの警戒と注視が必要です。 
 
【マスコミ報道から】 
【速報】衆院の憲法審査会長に立憲・枝野幸男元代表が就任へ 

https://www.fnn.jp/articles/-/784295 
“衆院憲法審査会長は、立憲民主党が務めることになり、立憲は、枝野元代表を充てるこ

とを決めた。” 
 
【参考】 
改憲勢力が衆院の３分の２割り込み、改憲機運の後退必至…日本国憲法公布７８年 

https://www.yomiuri.co.jp/politics/20241103-OYT1T50083/ 
“…衆院選で自公両党が過半数割れの「少数与党」に陥り、改憲に注力することは難しく

なりそうだ。予算案や法案を成立させるためには野党の協力が欠かせず、「綱渡り」の国

会運営が続くためだ。自公は議席の減少に伴い、憲法審の委員も少なくなる見通しで、自

公主導で改憲議論を推進することも困難となることが予想される。” 
 
憲法改正が「冬の時代」へ 改憲勢力後退、石破茂首相への不信感も根強く 

https://www.sankei.com/article/20241028-KOIN6KRSXFKNZBLUPV45ZCUSIM/ 
“…国民民主の玉木雄一郎代表は28日、記者団に「自民は選挙で『改憲、改憲』と言って

いるが、本当にやる気があるのかどうか。もっとまじめに憲法改正に向き合っていただ

きたい」と強調。維新幹部は「自民は単独過半数も失った。寝言にしか聞こえない」と首

相を突き放した。” 

https://www.fnn.jp/articles/-/784295
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